
7.よりよい吉野川づくりのために
[2]

いろいろな立場の代表者を選んで
（各分野、各年令層）

流域住民・（官公庁）・学識経験者で構成

人選については公平な人を選ぶ、
公平・中立な人で構成

吉野川を真剣に考えて活動している人、
良く理解している人

民間人で運営（一般人、流域住民が主体）

人選の仕方など

政治家・業者の介在は厳に否定

大人だけでなく子供にも参加させて
（女性の意見も必要）

一般公募をしたら良い

関係市町村などから選出

学者の寄り集まりでもダメ
（学識経験者への不信感）

構成員の人選にも地域住民の意見を反映させて

役所関係の人

一部の団体の意見がことさら強調されるような
組織づくりはやめて、バランスが必要

ＰＲに努める、開示してほしい（公開）

学識経験者に立案してもらい検討する

一部の人だけの意見に偏らないような
配慮が必要（場所、日時も含めて）

充分に話し合いができる場
（安易な妥協案で適当なことをしないで）
専門家と協調を計り、納得できる話し合い

を進める（専門家の意見も聞く）

１０年・１００年後のビジョンを展開して欲しい

吉野川の将来を考え何年かかっても、
良い方向に検討して欲しい

問12-1の集約ができた後で、急がず検討すべき

国・県・市の主導でなく県民の中から
起こった意見で話し合える会

行政（政府）の計画を押付けないで

川についての情報提供が欠かせない

官は世話役に徹して

必要な整備は国、県が行政と政治の場ですべき

吉野川は住民による管理であって欲しい

中立・透明性がある場であって欲しい

率直な意見を述べられる場（誰でも自由に）

流域住民の意見を聞いて（流域住民の安全を守るよう）

分科会（地域・分野・専門別）で検討する

治水・利水・環境のバランスがとれた話し合いの場

他河川を参考に準備会を考える

「意見を聞く場」だけにならないように

政治の駆け引きの場にしないで

準備会は検討の場のルールを作ることに専念する

準備会ではなく、研究会、勉強会のようなものでは？

自然が大切との共通認識が持てる会

利害が絡まない会にする
（自己の利益のみにとらわれず意見を発表できる場）

民主的に和やかに運営

楽しい方が良い意見が出るように思うので、
室内だけでなく川で話し合うのはどうか

話し合いの内容を分かりやすいものにして

活発な活動の場

検討の場がうまく行くよう充実したものに

準備会以外のことについての意見

準備会についてのその他

第十堰について

将来についての責任感が必要
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準備会について (図Ⅱ-33)
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